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及び校正用線源の変更について
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福島第二原子力発電所における環境放射線モニタリングの一環として、空間

放射性粒子濃度測定装置（以下「ダストモニタ」という。）を使用して、 ２箇所で敷

地境界付近のダスト濃度の測定を実施している。

このダストモニタの更新を２０２１年９月に実施したことに関連して、「原子力発

電所の環境放射能測定結果（令和３年度 第２四半期）」において、変更等があ

った。
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①検出器の構造、型番の変更

ダストモニタの更新に伴い、検出器の構造、型番が変更となった。

検出器の構造、型番

旧設備
ＺｎＳ（Ａｇ）シンチレーターとプラスチックシンチレーターの
はり合わせ検出器
（Ａｌｏｋａ ＡＤＣ－１２１Ｒ２）

新設備
プラスチックシンチレーターにＺｎＳ（Ａｇ）を吹き付け塗布し
た検出器
（ＨＩＴＡＣＨＩ ＡＤＣ－７２２１）
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②校正用線源の変更

更新前のダストモニタを設置した当時の日本工業規格（ＪＩＳ Ｚ ４３１６（２００６
年度版））においては、校正用線源としてＵ3Ｏ8線源の記載が有ったが、最新版
である２０１３年度版においては、この記載がない。
そこで、ダストモニタの更新に併せて、２０１３年度版に記載があるＡｍ－２４１
線源とＣｌ－３６線源を校正用線源とすることとした。
また、校正用線源の変更は、想定通り機器効率※に影響を与えることとなった。

α線検出器 β線検出器

校正用線源 機器効率 校正用線源 機器効率

旧設備 Ｕ３Ｏ８ ５４％程度 Ｕ３Ｏ８ ７５％程度

新設備 Ａｍ－２４１ ６３％程度 Ｃｌ－３６ ５７％程度

※：機器効率とは、校正用線源の表面放出率に対する正味計数率の割合である。
線源によって機器効率が違うのは、正味計数率が線源から放出される放射線の
エネルギーによって異なるためである。
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③校正用線源変更によるダスト濃度への影響

ダストモニタの校正用線源変更は、機器効率に影響があり、これが原因でダス
ト濃度にも影響※が出ている。但し、全α・全β放射能の相関への影響は出てい
ない。代表例（ＭＰ－１地点）を下記に示す。

※：従来に対して、α線ダスト濃度は低い値となり、β線ダスト濃度は高い値となっている。

Ｕ３Ｏ８線源に
よる校正

Am-241,Cl-36
線源による校正


